青明舎　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年8月27日　担当：　原　佳伸

	登　録　者
	氏　名　小笠原　幸江　様　　　　　男・女　　　　昭和36年1月24日生（46歳）

	
	〒039－1101住　所　八戸市尻内町字尻内59－6　電話　0178－27－2586

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	肝機能障害・高血圧症

	
	発症時期
	　平成元年8月頃（28歳時）
	罹 患 期 間
	約18年10ヶ月

	
	入院回数
	2回
	延べ入院年数
	約2年5ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医　安ヶ平Dr　）
	外来受診日
	第2・第4木曜日（月2回）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	10000円
	精神（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級　　（　月額6.5万円　）

	
	その他
	小規模作業所　うみねこ幸房　　（　月額約5000円　）

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　小規模作業所　うみねこ幸房

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	平成9年4月25日
	身長
	150cm
	体重
	70kg

	最終学歴
	三沢商業高等学校卒業
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	①昭和54年4月～昭和55年2月　　八戸市家畜保健衛生所

②昭和55年5月～昭和62年3月　　イカ釣り漁船協同組合（事務）

③平成3年～平成6年8月　　　　　板橋食堂
	

	保　護　者
	氏　　名　小笠原　大　様　　　　　　　続柄　　兄　（同居　・否）

	利用目的

· 日常生活で困った時の相談場所



	入院・治療歴

①平成2年　2月　　　　～　　平成4年1月　　　　　　　入院　　　　　　　青南病院

②平成4年　2月　　　　～　　平成6年12月　　　　　　　通院　　　　　　　青南病院

③平成6年12月　　　　～　　平成6年12月　　　　　　　入院　　　　　　　市民病院産婦人科

④平成6年12月　　　　～　　平成7年6月　　　　　　　　入院　　　　　　　青南病院

⑤平成7年　6月　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　通院　　　　　　　青南病院



	生活歴　

八戸市にて出生。同胞3名の第2子。三条小、中学校を経て、三沢商業高校を昭和54年に卒業。内向的であり、友人が少なく成績は中ぐらいであった。高校卒業後、アルバイトや事務職に着き働いていた。両親は母親が昭和47年、父親が平成元年8月に脳梗塞のため死亡。父の死亡後より鬱状態となり、父の死を認めない発言が見られ始める。又、「自分が焼かれる」等を訴えて、包丁を隠し持ったり、不眠・徘徊著しく入浴もしない状態が続き平成2年から2年ほど青南病院へ入院。退院後は、食堂でパートとして働く。平成6年3月に結婚し、同年の7月に妊娠するが、生活の変化、妊娠中の悪阻等がひどくなり不眠等が出現し、10月末に実家に戻るが状態が悪化し不食が続き、結局平成6年12月に死産となり市民病院で手術を行う。その後、同月に青南病院へ入院。入院中に、本人の希望もあり離婚となっているが、本人には特に変化は見られていない。その後、平成7年6月2日に退院後は、家事手伝いをしながらアルバイト等していくつもりだったが結局見つからず、以前よりすすめていたうみねこ幸房利用希望され、平成7年8月17日通所開始となる。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

実家で兄弟3人で暮している。家事は幸江氏本人が行っている。近所には叔母が住んでおり、何かと相談にのってくれている様子である。


平成　19年8月27日　（月）

	氏　名
	　小笠原　幸江　様
	男・女
	生年月日
	昭和39年1月24日　（46歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 生活リズムを整え、病状の安定を図る。




　　　　　　

	これまでの経過　　（最終評価日　平成18年　10月　27日）

	◎月曜日～金曜日はうみねこ幸房、月曜日は訪問看護、第２第４木曜日は外来受診日となっている。
・基本的に誰に対しても明るくはきはきとした口調で話している。時には気を使いながら話している様子も伺えるが自身の事であったり、幸房作業のことで精一杯となってしまうことも多々ある。自宅の家事も行っているので疲労を感じたら無理をせずに休みをとるように勧めているが、家族へはなかなか言い出しがたい様子である。
・余暇時の過ごし方について確認すると、以前はビデオレンタル屋へ行くなど外出する機会が多かったが最近では青明舎での行事参加（映画研究会・めちゃウマ・花見・青明祭等）以外は殆ど自宅で寝て過ごしているとの事。理由については「外出したい気持ちはあるが兄弟に悪いと思って…そのまま部屋で寝てしまう」と話している。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①悩み事を相談出来ず、抱え込んでしまう
	・悩みを相談出来ず、ストレスを抱え込んでしまう。その為、身体的不調となって現れる場合がある。その都度ストレスへの対応方法や健康状態の確認をする必要がある。
	　　 ヶ月

	②趣味の拡大
	・余暇時は自宅で寝ている事が多い。青明舎の行事に参加することが楽しみの一つとなっている。青明舎の行事や外出等を通し、本人の興味関心を拡大していく。
	　　 ヶ月


プラン計画者　氏名：原　佳伸

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

大氏（49歳）





本人





太氏（44歳）





平成元年8月


脳梗塞





昭和47年


脳梗塞








